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SIDS in HPV programme & CCAP 

SIAM 13, 06/11/2001 

初期評価プロファイル（SIAP） 

 

シトラール  

 

物質名：Citral  

構造式：C10H16O  

CAS No.：5392-40-5  

  

勧告  

本物質は現在の所、追加の研究の優先度は低い。  

 

SIAR 結論の要旨 

 

ヒトの健康  

シトラールは胃腸管から迅速に吸収された。その極端な揮発性のために、塗布した皮膚用量の多くが放散

したが、皮膚に残っているシトラールはかなりよく吸収された。シトラールは迅速に代謝され、代謝物とし

て排泄された。尿は排出の主要経路であった。  

 

経口または皮膚 LD50 値が 1000mg/kg 以上であったので、げっ歯類における本物質の急性毒性は低い。本物

質はウサギの皮膚に刺激があるが、眼にはない。本物質がヒトの皮膚感作性物質であるいくつかの証拠がある。 

 

いくつかの反復用量経口試験は 1,000mg/kg/日より少ない用量のばく露でシトラールの有害影響を示さな

いし、 1,000mg/kg/日以上で最初のばく露部位である鼻腔または前胃に恐らく刺激による組織学的変化をあ

る程度示す。雄及び雌の F344/N ラットに 0、0.63、1.25、2.5、5、10%（結果的用量：0、142、285、570、

1,140、並びに 2,280mg/kg/日）の濃度で、14 日間餌の中に微小カプセルに入れたシトラールを投与した。

最小から軽度の呼吸上皮の過形成及び/または扁平異形成が両性の 1,140 及び 2,280mg/kg/日で炎症反応を

伴わずに鼻腔で観察された。NOAEL は 570mg/kg/日で確定された。OECD 予備生殖毒性スクリーニング

試験〔TG 421〕において、シトラールを交配及び妊娠期間の前及びその間、並びに授乳3日までを含めて雌

では39-50日間、雄では46日間、0、40、200、1,000mg/kg/ 日用量を Crj:CD(SD)ラットに強制胃内投与し

た。固有層における扁平過形成、潰瘍、並びに肉芽が両性の1,000mg/kg/日で前胃において観察された。その

ため、反復用量毒性の NOAEL は両性で 200mg/kg/日であった。  

 

上記の予備生殖試験における生殖毒性に関して、両性の生殖器官の生殖能力、器官重量、または組織病理

学、並びに分娩または母性行動において影響は検出されなかった。しかしながら、雄及び雌の仔の体重は 

1000mg/kg 群で減少した。そのため、発生毒性のNOAELは200mg/kg/日であった。催奇形性試験において、

SD妊娠ラットはシトラールを蒸気として、0、10、34ppmの平均濃度、または煙霧質/蒸気混合物として68ppm

の平均濃度を妊娠6-15日に 6 時間/日、吸入によりばく露した。母性影響がある場合でさえ、有意な催奇形

性は 68ppm で認められなかった。 
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催奇形性の吸入 NOAEL は 68ppm (423mg/m3)と確定された。  

 

7 つのバクテリア復帰突然変異試験は代謝活性化が有る場合とない場合で、陰性結果を示す。非バクテリ

ア in vitro試験に関して、チャイニーズハムスター細胞における2つの染色体異常結果は陰性であるが、しか

しながら、姉妹染色分体交換における 1 つの陽性結果が同じ細胞で得られる。更に、げっ歯類における 2 つ

の in vivo 小核試験は陰性結果を指摘する。上記の情報に基づいて、シトラールの遺伝毒性は陰性であると

考えることが出来る。  

 

NTP 試験は雄/雌ラット及び雄マウスにおける発がん性の証拠はなかったが、雌マウスにおける悪性腫瘍

リンパ腫の証拠がいくつかあった（ラットにおける 4,000ppm までの混餌試験、並びにマウスにおける 

2,000ppm までの混餌試験）。  

 

シトラールの皮膚塗布はラットのいくつかの系統においてだけ、弱い前立腺過形成を誘発する。しかしな

がら、ラット及びマウスにおける NTP の経口発がん性試験は前立腺を含むどの雄の生殖器官においても病

変（新生物または非-新生物）の証拠を検出しなかった。ラットにおける皮膚試験で見られる影響の健康重要

性は劇的な系統間の相違のために不確定であり、作業は 1 つの研究所で実施されていることが認められてい

る。  

  

環境  

シトラールは容易に生物分解可能(92%、BOD)であり、その生物濃縮潜在性は LogPow(2.8-3.0)に基づいて、

低いと思われる。本物質は限られた数の水生生物で試験されてきている。藻類（Selenastrum capricornutum）

について、 72時間EC50（バイオマス）は5mg/Lで、72時間NOEC（バイオマス）は3.1mg/Lである。ミジ

ンコについて、10mg/L(24 時間EC50、不動化)、並びに7mg(48時間EC50、不動化)の急性毒性、並びに

1.0mg/L(21日NOEC、生殖)の慢性毒性が報告されている。急性毒性値だけは魚について報告されていて、

Oryzias latipes について 4.1mg/L(96 時間 LC50)である。水生生物に対する 0.01mg/L の PNEC が評価

係数 100 を用いたミジンコの慢性毒性値から計算された。  

  

ばく露  

日本におけるシトラールの生産量は1990-1999年に1,200トンであった。本物質は食物香味剤として、並び

に香料及びビタミンA生産の中間体として用いられる。本物質は2つの幾何学異性体の混合物であり、ゲラニ

アル（トランス体、約 55-70%）及びネラル（シス体、35-45%）である。それは pH4（半減期：ネラル:9.54 

日、ゲラニアル:9.81 日）及び pH9（半減期：ネラル：30.1 日、ゲラニアル：22.8 日）で迅速に加水分解

されるが、pH7（半減期：ネラル：230 日、ゲラニアル：106 日）でゆっくりと加水分解される。本物質は“容

易に生分解性”として分類される。一般的揮散力モデル (Mackey レベルⅢ)はもし、シトラールが大気、水、

並びに土壌の内の 1 つの区分に放散されると他の区分に分布することはありそうもないことを示す。日本の

製造者によると、シトラールの 1,200kg/年（推定）が廃水処理工場で処理され、その後、川（流水率 1.6×1011 

トン/年）へ 5,000 トン/年で流出される。局所的に予想される計算モデルを用いた環境濃度 PEC（局所）は 

7.5×10－7mg/l であった。環境を通して一般人口への最高ばく露は地表水から処理された飲料水を通して予想

される。飲料水中のシトラールの濃度は 7.5×10－7mg/L より低いと推定される。生産場所の職業ばく露は吸

入及び皮膚経路により生じるかもしれない。保護具を使用しないと推定されるドラムフィルターを操作し、
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サンプリングをする作業者の推定ヒトばく露は 0.34mg/kg/日である。しかしながら、保護対策（すなわち、

安全眼鏡及び手袋）はこれらの過程中に用いられている。そのため、作業者への現在のばく露は推定値より

低い。  

  

勧告された追加の研究の特徴  

勧告なし  

  

 

［著作権および免責事項について］ 

［著作権］ 

本資料の著作権は弊センターに帰属します。引用、転載、要約、複写（電子媒体への複写を含む）は著作権の侵害となりますので御注意下さい。 

［免責事項］ 

本資料に掲載されている情報については、万全を期しておりますが、利用者が本情報を用いて行う一切の行為について、弊センターは何ら責任を

負うものではありません。また、いかなる場合でも弊センターは、利用者が本情報を利用して被った被害、損失について、何ら責任を負いません。 


	cover1: 
	wcover1: 
	cover2: 
	wcover2: 
	cover3: 
	wcover3: 


